
第5回船員保険制度の在り方に関する検討会  

平成17年7月28日（木） 15：00～  
於：はあといん乃木坂 6階「ソレイユ」  

議 事 次 第  

1   開 会  

2   議 事  

（1） 今後の船員保険制度の在り方について  

（2） その他  

3   閉 会   



船 
資料1  

平成17年7月28日  

船員保険職務上年金部門の機械的試算について  

1．前回の検討会で要請のあった試算（各試算を比較しやすいよう保険料率を一定（44％。））  

【ケース1】  

【ケース2】  

【ケース3】  

【ケース4】  

【ケース5】  

過去3年のトレンドで4万人下げ止まり  

過去3年のトレンドで、下げ止まらず  

被保険者数が横ばい  

平成22年度に4万人となり下げ止まり  

平成22年度に4万人となり、下げ止まらず  

2．制度の長期的維持可能性を検証するため、積立金が枯渇しない水準の被保険者数を試算   

【ケース6】 被保険者数の減少が最も早くて厳しい【ケース5】の前提により試算   

【参考ケースA】 【ケース6】の前提で、厚生年金の失権率を使用して試算  

3．前回提出の試算で保険料率の引き上げが最も小さいケースについて被保険者数の前提を変更した試算   

【前回提出の試算】 平成25年度で4万人下げ止まりの場合に積み立て不足を20年償却する場合（48％。）   
立が 【ケース7】 【ケース5】の前提で、保険料率を48％。とした場合で積金枯渇しない水準で被保険者数を試算   

【参考ケースB】【ケース7】の前提で、厚生年金の失権率を使用した場合の被保険者数を試算   

（注）その他の前提については第2回検討会（平成16年11月29日）で示した試算と同様   






















